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臨床実習における物理的環境と教員の認識
―実習物品および学生の居場所に焦点を当てて―
古 都 昌 子 小田嶋 裕 輝
札幌市立大学看護学部
抄録：本研究では，臨床実習における実習施設の物理的環境についての教員の認識を明らか
にし，効果的な環境調整に向けて示唆を得ることを目的とした．研究対象は，中国・四国地
方 3 年課程看護学校の実習調整担当教員である．郵送法による自記式質問紙調査を 49 施設
に各 2部ずつ合計 98 部配布し，得られたデータを量的質的に分析した．結果，質問紙の返却
数は 47 部で，回収率は 48.0％であった．実習病棟の所属している病院では，更衣室の設置
が 26(57.8％)，休憩室の設置が 25(57.6％)，専用ロッカーが 23(51.0％)あった．実習物品
について 27 病棟(57.4％)で学校から実習物品が持ち込まれ，27 病棟のうち 16 病棟(51.6％)
では，学校から毎日実習物品が持ち込まれていた．実習中の病棟内での学生の居場所がある
のは 27 病棟(57.4％)であった．実習調整担当教員の認識は，【実習物品の設置に対する概
観】，【実習物品の設置に対する対応と実習施設との連携】，【実習におけるスペースに関する
概観と対応】，【実習の物理的環境への対応における学生の参画】に集約された．臨床実習に
おける物理的環境の充実に向けて，《不足している物品は学校から持ち込むか，病棟の物品使
用で工夫している》，《実習施設との連携により前向きに物品不足に対応している》，《病棟へ
の要望を伝えて整備していく課題がある》などの実習施設と教育施設が相談できる体制にお
いて，相互の連携による調整と教員の弾力的な工夫が重要であるとの示唆を得た．
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Abstract: The aim of this study was to clarify the state of physical educational environments
in clinical training and gain suggestions for effective environment adjustments. This study
targeted teachers at three-year nursing colleges. Two self-administered questionnaire
surveys each were sent by post to 49 facilities so that a total of 98 surveys were distributed.
The data obtained quantitative and qualitative analysis. As a result, 47 questionnaires were
returned (response rate: 48.0%). At the training wards were affiliated, 26 had a changing
room (57.8%), 25 had a break room (57.6%) and 23 had private lockers (51.0%). Training
items were brought from the school at 27 wards (57.4%). Furthermore, for 16 of these 27
wards (51.6%), the training items were brought from the school daily. The perceptions of the
teachers were summarized into “general views on the placement of training items”,
“response to the placement of training items and coordination with training facility”, “general
views on and response spaces for training”, “student participation in response to the physical
environment for training”. Results suggested the importance of adjustments being made
through cordination between training and education facilities and of teachers also
implementing flexible measures.
Keywords: Nursing practicum, Physical environment, Perceptions of the teachers
1 ．緒言
看護基礎教育において，臨床実習の果たす役割
は大きく，重要な授業科目のひとつであることは
言うまでもない．看護基礎教育の臨床実習の現状
としては，看護基礎教育の多様なカリキュラムと
関連して，あらゆる教育環境の中で展開されてい
る．大学化の動きの中でも看護師養成所は，看護
基礎教育課程の全学生数のほぼ 70％を占め，その
臨床実習体制にも多様な課題があるとされてい
る1～3)．
学生は，多様な状況に直面しながらも臨床実習
を乗り越える経過をたどる．「臨床はまるで海の
ようである｣4) と言われるように臨床における看
護の現場では，日々，数々の出逢いとしての波が
押し寄せ，看護師として経験を重ねていても受け
とめきれないような現実にも遭遇する．そのた
め，臨床実習で挫折する学生もないわけではない．
初学者の看護学生たちにとって，臨床実習は新た
なリアリティ(現実)の連続であると言える．ベ
ナーは，「看護婦が自らの知と能力を最大限に発
揮して患者と家族のことを気づかい看護できるよ
うな条件が整えば，看護に伴うストレスは，看護
という仕事に当然伴うと認められる程度のものに
まで抑えられる｣5) と述べている．また，看護学生
について，べナー看護論において，当時，学生は
Novice(見習い尼僧)とされ，第 1段階の初心者レ
ベルと6) とみなしていた．しかし，その後のべ
ナーの著書においては，学生は，適切な支援があ
れば，看護師らしく行動できる7) として，臨床に
おける学生の可能性を示し，教育の課題を指摘し
ている．この指摘からも，臨床実習においても幾
つかの条件を整えることで，実習効果につながる
可能性が高まることを期待できる．
先行研究において，看護基礎教育の臨床実習に
視点を当てた研究は多数みられるが，大半は学生
を対象とした研究である．研究者が 2006 年～
2010 年の過去 5 年間の臨床実習に関する 991 文
献について研究タイプを概観した結果，専門領域
での実習科目ごとの具体的な研究が進められてい
た8)．看護学実習として領域区分のみではなく，
臨床実習の全体を俯瞰する研究が必要ではないか
と方向性を得た．
医学中央雑誌にて「看護基礎教育」「教育環境」
を keyword に検索すると過去 10 年間で 12 件の
文献がヒットする．教育環境としては，指導体制
としての人的環境に着眼し，指導体制の効果を検
討した研究が多い9～13)．ダイナミックな人的環境
において，学生の自己効力感や実習効果に直結さ
れることは明らかにされてきた14)．また，実習に
ついての教員の認識を取り扱った研究は 4 件で
あった．大薄は，2007 年から 2011 年の成人看護
学実習を取り扱った文献研究により，教員が認識
する成人看護学実習における学生の経験に影響を
及ぼしている要因のひとつに「病棟学習環境」を
抽出している15)．また，看護系大学の教員の認識
を質的に分析した小笹は，教員の認識として教
育・社会環境における「実習施設の不備」や「学
生実習の限界」があると述べている16)．看護師養
成所 3年課程の看護教員の認識について教員の研
修レポートを分析した折山らは，学びのひとつに
「臨床・学校の相互理解」を抽出している17)．また，
大場らは，実習指導における新人看護教員の自己
評価から，困難と感じたこととして「実習環境の
調整」を抽出している18)．
以上から，実習環境の調整が必要であるとした
認識は述べられているが，具体的な提言や方向性
が明確にされてきたとは言い難い．そこで，本研
究では，看護師養成所の臨床実習における物理的
環境に着眼し，実習指導にかかわる実習調整担当
教員の認識をもとにその現状を把握する．学生が
臨床実習で使用する実習物品や居場所に視点を当
て，把握する手がかりとして，実習指導にかかわ
る教員への質問紙調査により，現状をとらえるこ
とを目的とする．
なお，本研究では，多様な実習環境を地域ごと
にとらえる意図から，中国・四国地方の看護師養
成所に焦点を当ててその全数調査から，現状を把
握することとした．本研究により，看護学実習を
引き受ける実習施設側の管理体制や，教育施設の
準備の状況が明らかになり，規準の検討および効
果的な実習環境の調整に向けての意義を有する．
2 ．用語の定義
1 )物理的環境
実習環境において学生の居場所，空間，物品．
2 )実習調整担当教員
看護師養成所( 3 年課程看護学校)において，実
習全体を俯瞰しながら，マネジメントしうる立場
の教員，実習施設の調整役でもあるため，実習環
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境を把握している教員．
3 ．研究方法
1 )研究期間
2013 年 8 月～2014 年 12 月
2 )研究対象
中国・四国地方 3年課程看護学校の実習調整担
当教員
3 )データ収集方法
郵送法により，研究者が独自に作成した物理的
環境に関する自記式質問紙調査を 49 施設(中国・
四国地方 3 年課程看護学校全数)に実施した．質
問紙は，各施設に 2 部ずつ合計 98 部配布した．
2部ずつ配布した理由は，同一の教育施設でも異
なる実習環境で実習を行っている可能性があり，
多様な現状からの分析を可能にするためである．
実習調整担当教員に記載を依頼し，返送をもって
同意を得たものとした．
質問紙の主な項目は以下のとおりである．
基本情報用紙には，実習施設の規模，実習施設
で実習している教育施設，実習施設の特徴(項目
選択式)などを問う内容とした．
質問紙の内容は以下のⅠからⅢの構成とした．
Ⅰ．看護学生の臨床実習に使用する施設設備に
ついて
Ⅱ．看護学生の臨床実習に使用する物品管理，
置き場などについて
1．臨床実習に関する物品の考え方
2．実習の設備や物品の現状
3．実習物品の設置についての課題
Ⅲ．実習における物理的環境についての自由記
載
4 )分析方法
回収した質問紙に記載されたデータを以下の方
法で分析した．
①量的記述内容について統計的手法により，傾
向を分析した．
②自由記述内容について研究目的に沿って文脈
を抽出し，意味内容に留意しながら意味のま
とまりで分類し，カテゴリーを導き出した．
③①と②の結果から臨床実習の物理的環境の概
況をとらえた．
5 )倫理的配慮
アンケートは無記名式とし，自由意思での回答
とした．データは記号化し，個人や施設が特定さ
れることはなく匿名性は遵守されること，研究以
外に用いることはないこと，看護教育関連の学会
などで報告することがあること，研究結果につい
て知りたい場合は研究者に連絡いただけること，
協力しなくても不利益はないことなどを文書で説
明した．また，所属する教育施設において，倫理
的な検討により承諾を得た．
4 ．結果
1 )対象となる実習病棟の概要
質問紙の返却数は 47 部で，回収率は 48.0％で
あった．回答の得られた病棟は，100 床以上 500
床未満の中病院に 31 病棟(66.0％)，500 床以上の
大病院に 14 病棟(29.8％)所属していた．実習病
棟は， 3年課程看護学校以外にも教育施設の実習
を受け入れている状況があった．病棟の実習の受
け入れ先は大学が 12 病棟(25.5％)，短期大学が
6 病棟(12.8％)， 3 年課程専門学校が 27 病棟
(57.4％)， 2 年課程専門学校が 19 病棟(40.4％)
であった．
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図 1 対象となる実習病棟
(n＝47)
図 2 対象となる実習病棟の実習受け入れ先
(n＝47)
2 )実習病棟における物理的環境についての実習
調整担当教員の認識(量的記述内容より)
実習病棟での設備について，27 病棟(57.4％)で
学校から実習物品が持ち込まれていた．27 病棟
のうち 16 病棟(51.6％)は，学校から毎日実習物
品が持ち込まれていた．病棟での物品の定位置は
43 病棟(93.5％)で決められていた．実習使用物
品の専用保管庫があるのは 16 病棟(34.0％)で
あった．学生の私物の専用収納庫があるのは 17
病棟(36.2％)であった．実習中の病棟内での学生
の居場所があるのは 27 病棟(57.4％)であった．
27 病棟のうち 15 病棟(55.6％)は，病棟内に学生
専用のスペースを設け， 7病棟(25.9％)は，病棟
内に学生専用の部屋を確保していた．実習病棟の
所属している病院では，更衣室の設置が 26
(57.8％)，休憩室の設置が 25(57.6％)，専用ロッ
カーが 23(51.0％)あった．
3 )実習病棟における物理的環境についての実習
調整担当教員の認識(質的記述内容より)
質問紙に記載された 47 の自由記述から研究目
的に関連する 103 の文脈単位を抽出した．意味内
容のまとまりから 28 のサブカテゴリーと 12 のカ
テゴリーを形成し，さらに質的検討により，【実習
物品の設置に対する概観】，【実習物品の設置に対
する対応と実習施設との連携】，【実習におけるス
ペースに関する概観と対応】，【実習の物理的環境
への対応における学生の参画】に集約された．
以下の結果記述において，【 】は集約された 4
つのまとまり，《 》はカテゴリー，［ ］はサブ
カテゴリーを示す．
(1)実習担当教員の認識の概要
【実習物品の設置に対する概観】は，《実習物品
は十分ではなく，対応を要する》，《実習物品は十
分に支障がなく設置している》，《特定の不足しが
ちな物品がある》，《電子カルテの使用に不備があ
る》，《実習への影響を考慮して物品管理を行う必
要がある》の 5つのカテゴリーから形成された．
【実習物品の設置に対する対応と実習施設との
連携】は，《不足している物品は学校から持ち込む
か，病棟の物品使用で工夫している》，《実習施設
との連携により前向きに物品不足に対応してい
る》，《病棟への要望を伝えて整備していく課題が
ある》の 3つのカテゴリーから形成された．
【実習におけるスペースに関する概観と対応】
は，《記録室やカンファレンスルームは十分確保
されていない》，《記録室やカンファレンスルーム
の不備に工夫して対応している》，《学生用のス
ペースは確保されている》の 3つのカテゴリーか
ら形成された．
【実習の物理的環境への対応における学生の参
画】は，《学生が物品使用と調整に参画している》
のカテゴリーから形成された．
(2)カテゴリーごとの認識の現状
質的データの分析結果について，実習病棟にお
ける物理的環境の現状と課題を図 5に示した．
実習調整担当教員の認識として，現状を踏まえ
た具体策などの考え方が示された．各カテゴリー
間の関連性などを図式した．結果の概要図(図 5 )
において本文と同様に【 】は集約された 4つの
まとまり，《 》はカテゴリー，［ ］はサブカテ
ゴリーを示す．現状において問題のない状況を
緑，対応できている状況を薄桃，課題を有してい
る状況を薄青で示す．⇒は相互の関連性を示す．
【実習物品の設置に対する概観】には，実習物品
に関する教員のイメージとも言える現況が示さ
れ，《実習物品は十分に支障がなく設置している》，
《実習物品は十分ではなく，対応を要する》という
二極化とも言える状況にわかれた．《実習物品は
十分に支障がなく設置している》として［実習物
品はそろっている］，［実習物品の設置は実習に支
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図 3 実習病棟における物品，居場所の認識
(n＝47)
(n＝47)
図 4 実習病棟の更衣室・休憩室・ロッカーなどにつ
いての認識
障がない］と認識している教員がいる反面，《実習
物品は十分ではなく，対応を要する》として［実
習物品の設置は十分ではない］，［実習物品の一部
は学校から持ち込んでいる］などの不足しがちな
現状への認識を示すサブカテゴリーから形成され
た．さらに《特定の不足しがちな物品がある》は，
［使用頻度の高い物品は不足しがちである］［物品
の不足によるケアへの影響がある］などのサブカ
テゴリーから形成され，《実習への影響を考慮し
て物品管理を行う》現状への認識につながってい
た．《電子カルテの使用に不備がある》は，電子カ
ルテを導入した病棟での実習における［電子カル
テの台数が確保できていない］，［電子カルテのパ
スワードがもてない］などの現状への認識が示さ
れた．
これらの十分ではない現状をふまえて【実習物
品の設置に対する対応と実習施設との連携】では，
【実習物品の設置に対する概観】における《特定の
不足しがちな物品がある》，《実習への影響を考慮
して物品管理を行う》などの不足しがちな現状を
ふまえて，教育的な創意工夫や実習施設との連携
による調整策が示されていた．具体策として《不
足している物品は学校から持ち込むか，病棟の物
品使用で工夫している》は，［不足している物品を
学校から持ち込んで対応する］，［不足している物
品を病棟の物品使用で対応する］，［不足しがちな
物品に工夫して対応する］などのサブカテゴリー
から形成された．
また，《実習施設との連携により前向きに物品
不足に対応している》は，［実習施設との話し合い
で対応する］，［実習施設が行う現状把握により，
学校からの要望を受け入れ，整備する］，［消耗品
の使用について実習施設と検討している］など，
具体的な連携や調整を示すサブカテゴリーから形
成された．
しかし，《病棟への要望を明確に伝えて整備し
ていく課題がある》という現状について，［病棟へ
の要望を持っている］，［病棟へ不足数の購入を依
頼している］のサブカテゴリーで形成され，実習
病棟と教育施設との連携を目指しながらも調整途
上の現状も示された．
【実習におけるスペースに関する概観と対応】
では，実習物品と同様に《学生用のスペースは確
保されている》，《記録室やカンファレンスルーム
は十分確保されていない》と現状の認識はわかれ
た．《記録室やカンファレンスルームは十分確保
されていない》は，［学習スペースや記録室として
のスペースが十分でない］，［カンファレンスルー
ムが専用でない］，［男子学生用スペースに不備が
ある］，［更衣室が寒い，遠い，狭いなどの問題が
ある］などの具体的な現状への認識を示すサブカ
テゴリーから形成された．しかし，これらの現状
をふまえて，《記録室やカンファレンスルームの
不備に工夫して対応している》として［場所の確
保が十分でないので他の場所を使用する］，［場所
の確保が十分でないので時間調整で対応する］な
どのサブカテゴリーから形成された．
これらの現状をふまえて，【実習の物理的環境
の対応における学生の参画】は，学生とともに調
整をはかろうとする様子が示され，［物品使用に
ついて学生から意見を聴く］，［物品使用の現状と
調整を学生に指導している］のサブカテゴリーか
ら形成された．
5 ．考察
1 )臨床実習の物理的環境の現状
質問紙の回収率から，実習環境への看護学校教
員の意識の高さと，課題を包含しながら実習指導
に携わっている状況が伺えた．中規模病院がほぼ
7割を占めるなかで中規模病院での実習受け入れ
において，物理的環境も一様ではないといえる．
また，実習受け入れ状況として看護基礎教育の臨
床実習を複数受け入れている実習施設が大半を占
め，複数の教育施設を受け入れていることは，実
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図 5 実習病棟における物理的環境の現状と課題を表
す結果図
習環境の検討の機会が多い反面，一方では指導体
制として追いつかない状況もあると考える．
臨床実習の物理的環境についての認識として，
「整っている」「整っていない」状況がほぼ半数ず
つが示され，現状の多様性は否めない．このデー
タからのみでは，二極化とは言い切れないがその
ような状況の中でも物理的環境の整備に向けて，
教員の教育的な工夫が展開されていることが伺え
た．実習物品や居場所について，問題のない状況
(図 5 内の緑)，対応できている状況(図 5 内の薄
桃)，課題を有している状況(図 5 内の薄青)が混
在していた．対応できている状況に共通するのは
「教員の対応」「教員の工夫」である．大場らの研
究で新人教員が「実習環境の調整」に苦慮してい
るようにダイナミックな実習指導において，さら
なる創意工夫を行うことは容易ではない．
また，実習施設と教育施設の多岐にわたる関係
性の成立，信頼関係の構築が対応を可能にするも
のと考える．教員自身の資質に加えて教育施設の
設置母体の状況や，敷地内に実習施設を有するの
かどうか，実習施設までの距離，複数の教育施設
を一斉に受け入れるかどうかなどの，あらゆる要
因が関連するものと考える．
さらに，【実習の物理的環境の対応における学
生の参画】のカテゴリーが抽出されたことから，
学生自身の学び方も重要であるといえる．受動的
に実習環境を整うのを待つのではなく，自律的な
看護職を目指し，自己の学習環境を学生自身が獲
得する姿勢を育てることが大切であると考える．
2 )臨床実習における物理的環境のあり方につい
ての法的規準
臨床実習の実習環境について，法的な規準から
考えてみる．保健師助産師看護師法にもとづく看
護師等養成所の運営に関する指導要領19) による
と，第七．実習施設等に関する事項の看護師養成
所(2)に，主たる実習施設の有する条件が挙げら
れている．条件として，ア．看護職員の配置状況，
イ．看護組織が明確 ウ．看護基準，看護手順が
作成・活用，エ．看護に関する諸記録が適正，オ．
実習指導者が 2人以上配置されている，カ．看護
職員に対する継続教育の計画的な実施などが挙げ
られ，第八．管理及び維持運営に関する事項の中
に教育環境を整備するために必要な措置を講じる
こととある．さらに，看護師等養成所の運営に関
する手引き20) においては，第七．実習施設等に関
する事項において，実習施設には実習生の更衣室
及び休憩室，討議室の設置，実習に必要な看護用
具の整備，充実が望ましいとある．看護師等養成
所の運営に関する指導要領，看護師等養成所の運
営に関する手引きのいずれにおいても「必要な措
置」であったり，「設置が望ましい」と謳われては
いる．しかし，設置義務の詳細については言及さ
れていない．今回の量的質的分析から得られた現
状の多様性は，各実習施設の努力義務に任され，
臨床実習を受け入れる実習施設の管理者，実習指
導担当者，教育施設や教員個々の考え方に左右さ
れている影響のあらわれといえる．
人間の基本的欲求として，物理的な空間，物の
有無において過ごしやすさに影響する．学生は臨
床実習で居場所を求め，利用しやすい物品によっ
て実習しやすい実感をもつ．学生が実感する安心
感，安堵感は，緊張の強い，ダイナミックな臨床
実習を乗り越える原動力につながる一因になり得
る．実習施設の特徴に応じて，その教育環境も多
様であるが，実習効果と教育環境との関連は大き
く，規準を検討し，明示する必要性を示唆してい
ると考える．
3 )臨床実習における物理的環境のあり方につい
ての今後の方向性
臨床実習における物理的環境の充実に向けて
は，実習施設と教育施設がそれぞれ，何を感じ，
考えながら実習指導に携わっているのかの，相互
の開示的な姿勢が求められる21)．椎葉らは，看護
学実習における実習指導者と教員の協働の要因を
分析し，「実習の問題事項については協働できて
も実習指導の充実に関しては協働されない｣22) と
し，さらに「実習の役割や本質を理解して尊重し
合える関係を構築する必要性がある｣23) と述べる．
つまり，臨床実習の物理的環境を調整する意義
を共通理解して，看護師等養成所の運営に関する
指導要領，看護師等養成所の運営に関する手引き
に示される「必要な措置」に規準を設定できるの
は，個々の担当者の教育観に委ねられている．
しかし，現状の課題として［不足している物品
を学校から持ち込んで対応する］ことは，実習施
設と教育施設を物品が行き来し，物品管理の点か
らは妥当ではない．血圧計のマンシエットに付着
した細菌を想起せざるをえず，感染管理の点から
も妥当ではない．感染源を運ぶメッセンジャーと
なる可能性24) や，物品破損などの危険もはらんで
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いる．
以上から実習物品の設置においては，患者を中
心とした適切な医療を提供する視点から妥当性を
勘案した根拠ある検討と対応が必要である．
多くの課題を有する臨床実習の物理的環境では
あるが，教育的な学生の参画も行いながらの工夫
も伺えた．実習物品の不足や学生の居場所が取れ
ないことに対する対応として，教育施設と実習施
設の共通理解が第一義である．未来の看護職を育
成する願いや期待を共有し，創意工夫を重ねなが
ら，実習指導が展開されることが望まれる．
6 ．結論
中国・四国地方の 3年課程看護学校の実習調整
担当教員の認識として以下の結論が得られた．
1 )実習病棟での設備について，27 病棟(57.4％)
で学校から実習物品が持ち込まれ，27 病棟のう
ち 16 病棟(51.6％)は，学校から毎日実習物品
が持ち込まれている．
2 )実習中の病棟内で学生の居場所があるのは，
27 病棟(57.4％)であり，そのうち 15 病棟
(55.6％)は，病棟内に学生専用のスペースを設
け， 7病棟(25.9％)は，病棟内に学生専用の部
屋を確保している．
3 )臨床実習の物理的環境についての認識は，【実
習物品の設置に対する概観】，【実習物品の設置
に対する対応と実習施設との連携】，【実習にお
けるスペースに関する概観と対応】，【実習の物
理的環境への対応における学生の参画】に集約
され，限られた現状での創意工夫が示された．
4 )実習物品や学生の居場所の整備状況にかかわ
らず，現状について教育施設と実習施設が共通
理解を図り，根拠をふまえた創意工夫が展開さ
れる必要がある．
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